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主な
内容



前年度比
2.4％増

令和２年
第1回定例会
３/５～３/16

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
の
12
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

開
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
令
和
２
年
度
町
政
執
行
方
針
の
説

明
が
あ
り
、
続
い
て
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
、
34
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。                                           

　

９
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
２
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考

え
を
質
し
、
そ
の
後
、
議
案
34
件
、
請
願
１
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

16
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ

た
案
件
の
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
全
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
請
願
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
会
提
出
の
茨
城
町
文
化
的
施
設
整
備
建
設
調
査
特
別
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
長
よ
り
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
案
件
３
件
に
同

意
し
、町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

 【前年度比7.5％増】

企 

業 

会 

計
水 道 事 業 会 計

13億3564万円
前年度比 14.9%増

工業用水道事業会計

482万円
前年度比 17.6%減

農業集落排水事業
会　計

4億7272万円

公共下水道事業
会　計

11億91万円

歳   出
（使いみち）

公債費
8億7022万円
（6.9％）

農林水産業費
7億1万円
（5.6％）

消防費
4億1893万円
（3.3％）

商工費
1億5671万円（1.3％）
その他
1億3947万円（1.1％）

一般会計

※農業集落排水事業及び公共下水道事業は、令和２年度より
　「特別会計」から地方公営企業法を適用した「企業会計」に
　移行となりました。

町税
37億9712万円
　　　　（30.2％）

地方交付税
33億784万円
（26.3％）

国県支出金
25億3006万円
（20.1％）

民生費民生費
42億8881万円42億8881万円
（34.1％）（34.1％）

総務費総務費
18億2805万円18億2805万円
（14.6％）（14.6％）

衛生費衛生費
17億8419万円17億8419万円
（14.2％）（14.2％）

土木費土木費
12億9707万円12億9707万円
（10.3％）（10.3％）

教育費教育費
10億8554万円10億8554万円
（8.6％）（8.6％）

民生費
42億8881万円
（34.1％）

総務費
18億2805万円
（14.6％）

衛生費
17億8419万円
（14.2％）

土木費
12億9707万円
（10.3％）

教育費
10億8554万円
（8.6％）

230230億40744074万円万円230230億40744074万円万円230億4074万円
総額 総額 総額 総額 総額 

茨城町　議会だより　許

３月定例会のあらまし



歳   入
（財源）

一般会計　125億6900万円【前年度比1.5％減】

特別会計及び企業会計　104億7174万円　      

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険
特　別　会　計
38億3699万円
前年度比 1.5%減

後期高齢者医療保険
特 　 別 　 会 　 計
4億2840万円
前年度比 13.1%増

介護保険特別会計

32億9226万円
前年度比 1.9%増

繰入金
7億2559万円
（5.8％）

その他
8億4599万円（6.7％）

地方消費税交付金
 6億8670万円
（5.5％）

一般会計

町債
6億7570万円（5.4％）

町税町税
37億9712万円37億9712万円
　　　　（30.2％）　　　　（30.2％）

地方交付税地方交付税
33億784万円33億784万円
（26.3％）（26.3％）

国県支出金国県支出金
25億3006万円25億3006万円
（20.1％）（20.1％）

民生費
42億8881万円
（34.1％）

総務費
18億2805万円
（14.6％）

衛生費
17億8419万円
（14.2％）

土木費
12億9707万円
（10.3％）

教育費
10億8554万円
（8.6％）

町税
37億9712万円
　　　　（30.2％）

地方交付税
33億784万円
（26.3％）

国県支出金
25億3006万円
（20.1％）

230億4074万円230億4074万円水鳥・湿地センター整備費など
令和２年度 当初予算 可決 総額 総額 

距　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし



事業（新規・拡充等）

介護予防普及啓発事業 687万円 水鳥・湿地センター整備関係経費
4624万円

涸沼の魅力を広く内外に発信するための拠
点となるセンターの建設予定地を整備する。

介護予防を目的として「笑がお応援教室」を
新設。運動や脳のトレーニングを行う「一
般介護予防教室」を拡充する。

国営緊急農地再編整備事業
2931万円

担い手農家への農地集積・集約化や耕作放
棄地の解消・発生防止を図るため、農地の
大区画化や排水改良を行う。

道路新設改良事業 1億2619万円
中石崎地内町道１２０号線バイパスなどの
新設改良を実施し、道路網の整備促進に努
める。

運動公園テニスコート改修事業
4216万円

公園内のテニスコートを砂入り人工芝コー
トに全面改修し、利用促進とスポーツ振興
を図る。

学校給食共同調理場施設再整備事業
4億2764万円 (令和元年度繰越予算を含む )

令和３年９月の供用開始を目指し、アレル
ギー対策設備などを完備した調理場の建設
を進める。

茨城町　議会だより　鋸

３月定例会のあらまし



自転車活用推進計画策定経費
819万円

自転車による交流人口の拡大と健康増進を
掲げた活用推進計画を策定する。

多子世帯保育料軽減事業
1418万円

令和２年度の主な事

複数の子どもを育てる世帯の経済的負担を
軽減するため、第３子以降の３歳未満児に
係る保育料を実質無償化する。

広域ごみ処理施設整備事業
10億4071万円

霞台厚生施設組合が運営するごみ焼却場の
令和２年度の完成に向けて、整備費用を負
担する。

旧広浦小学校跡地利活用推進事業
675万円

地域活性化や観光振興の拠点となる体験型
宿泊施設として利活用を図るため、施設調
査及び設計などを行う。

町営住宅外壁等改修事業
5249万円

救急救助活動経費 1034万円
年々増加する台風による河川の氾濫や水難
事故に迅速に対応するため、水害対応資器
材を拡充する。

町営住宅の一部の棟について、屋上防水、
外壁塗装工事などを実施する。

漁　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし



可
決
さ
れ
た
議
案

公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て
　

・
県
央
地
域
９
市
町
村
間
の
広
域
連
携

事
業
で
あ
る
協
定
書
の
一
部
を
改
正
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

　
　
　
　
　

公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

・
石
岡
市
、
行
方
市
、
小
美
玉
市
及
び

茨
城
町
の
４
市
町
間
の
広
域
連
携
事
業

で
あ
る
協
定
書
の
一
部
を
改
正
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
行
政
組
織
の
変
更
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
行
政
組
織

の
一
部
変
更
に
伴
い
、
企
画
政
策
課
の

名
称
を
地
域
政
策
課
へ
変
更
す
る
こ
と

や
町
民
協
働
課
を
廃
止
す
る
な
ど
、
関

係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
整
備
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨城町　議会だより　禦

３月定例会のあらまし

茨
城
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

引
用
し
て
い
る
条
項
名
を
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政

手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向

上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
、
引
用
し
て
い
る
法
律
の

題
名
及
び
条
項
名
な
ど
を
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
会
計
年
度
任
用
職
員
（
※
）
に
つ
い

て
、
同
一
の
職
員
を
再
度
任
用
す
る
場

合
の
服
務
の
宣
誓
は
、
先
の
任
用
に
際

し
て
行
っ
た
服
務
の
宣
誓
を
も
っ
て
こ

れ
に
代
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
な
ど

の
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

※
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
…

　
地
方
公
務
員
の
臨
時
・
非
常
勤
職

員
が
地
方
行
政
の
重
要
な
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
適
正
な
任
用
・

勤
務
条
件
を
確
保
す
る
た
め
に
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
の
制
度
に
基
づ
き

任
用
さ
れ
た
職
員
を
言
い
ま
す
。

茨
城
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政

手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向

上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効

率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
、
引
用
し
て
い
る
法
律
の

題
名
及
び
条
項
名
な
ど
を
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す

る
協
定
の
実
施
の
た
め
の
特
例
条
例
の

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
町
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
う
ち
、

公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協
定

の
対
象
施
設
に
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ぬ
ま
さ

き
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
追
加
す
る
な
ど
の

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

改
正
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
債
減
債

基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
公
営

企
業
会
計
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
町
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
無
償
化
す

る
こ
と
な
ど
に
伴
う
改
正
。【

全
員
賛
成
】

子どもたちの健やかな成長のため子どもたちの健やかな成長のためにに



※
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
る
契
約
 

と
は
…

　
町
で
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、

条
例
で
議
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
契
約
を
定
め
て
お
り
、

「
予
定
価
格
５
０
０
０
万
円
以
上
の

工
事
又
は
製
造
の
請
負
」
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
財
産
の
取
得
に
お
い
て
、

「
予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
動

産
の
買
入
れ
」
な
ど
を
対
象
と
し
て

規
定
し
て
い
ま
す
。

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　

・
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
宅
地
分
譲
事

業
の
完
了
及
び
「
前
田
・
長
岡
地
区
」

地
区
計
画
に
基
づ
く
地
区
施
設
道
路
の

整
備
に
伴
い
、
２
路
線
を
町
道
に
認
定
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
　
 

・
蕎
麦
原
、
越
安
及
び
小
堤
地
内
に
お

け
る
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
に

伴
い
、
町
道
　
路
線
を
廃
止
。
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　【
全
員
賛
成
】

魚　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし

茨
城
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
家
庭
的
保
育
者
の
居
宅
に
お
い
て
、

家
庭
的
保
育
事
業
を
実
施
す
る
際
の
食

事
の
提
供
に
つ
い
て
、
外
部
搬
入
を
認

め
る
特
例
措
置
を
新
設
す
る
な
ど
の
改

正
。　　

　
　
 　
　
　
　
　【
賛
成
多
数
】

茨
城
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
町
道
の
占
用
に
係
る
電
柱
及
び
電
話

柱
の
占
用
料
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
改

正
。　　

　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
町
営
住
宅
へ
の
入
居
に
係
る
連
帯
保

証
人
に
極
度
額
を
定
め
る
な
ど
の
改
正
。

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

引
用
し
て
い
る
条
項
名
を
改
正
。

　
 　
　
　
　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

登
録
に
つ
い
て
、
５
年
ご
と
の
更
新
が

新
た
に
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改

正
。　 　

　
　
　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
工
業
用
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

引
用
し
て
い
る
条
項
名
を
改
正
。

【
全
員
賛
成
】

　
国
補
道
改
第
２
号
 道
路
改
良
工

31事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
茨
城
町
上
石
崎
３
９
４
８
番
地

　
　
株
式
会
社
　
涸
沼
建
設
工
業

　
　
代
表
取
締
役
　
田
中
　
弘
美

・
契
約
金
額

　
　
６
２
１
５
万
円

・
履
行
期
限

　
　
令
和
２
年
３
月
　
日
30

　
　
　
　
 　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

討
　
　
　
　
論

　
第
１
回
定
例
会
の
議
案
に
つ
い
て
、

採
決
に
先
立
ち
、
次
の
よ
う
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

川
澄
　
敬
子
 議
員

反
対
討
論
　

　
茨
城
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、
保
育
所

等
で
は
温
か
い
給
食
の
提
供
が
一
番

で
あ
り
、
現
在
の
基
準
で
十
分
で
広

げ
る
必
要
は
な
い
こ
と
か
ら
、
原
案

に
反
対
と
す
る
。

　
一
般
会
計
予
算
等
に
つ
い
て
は
、

消
費
税
の
　
％
引
き
上
げ
や
新
型
コ

10

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
打
撃
で
町
民

の
暮
ら
し
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

国
保
税
等
を
引
き
下
げ
生
活
支
援
に

重
点
を
置
く
べ
き
こ
と
か
ら
、
原
案

に
反
対
と
す
る
。

入
野
　
富
男
 議
員

賛
成
討
論

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
枠

配
分
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
総
合

計
画
の
基
本
理
念
実
現
に
向
け
た
説

得
力
の
あ
る
編
成
で
あ
る
。
ま
た
、

国
保
会
計
は
保
険
税
軽
減
措
置
と
し

て
、
基
金
対
応
や
一
般
会
計
か
ら
繰

入
金
を
計
上
す
る
な
ど
、
被
保
険
者

の
負
担
増
を
抑
え
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
案
に
賛
成

と
す
る
。



委
員
の
任
命
、
農
業
委
員
会
の
委
員

の
任
命
、
監
査
委
員
の
選
任
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選

任
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

（
委
　
員
）

入
之
内
　
　
　
勇
（
前
　
　
田
）

金
　
井
　
春
　
夫
（
奥
　
　
谷
）

緑
　
川
　
正
　
行
（
小
　
　
幡
）

海
老
沢
　
　
　
衛
（
駒
　
　
場
）

（
補
充
員
）

佐
久
間
　
和
　
紀
（
木
　
　
部
）

上
　
野
　
広
　
之
（
鳥
　羽
　田
）

藤
　
枝
　
孝
　
治
（
海
　老
　沢
）

宮
　
部
　
忠
　
男
（
中
　石
　崎
）

　
　
　
　
　【
指
名
推
選
に
よ
り
当
選
】

※
任
期
　
令
和
２
年
３
月
　
日
か
ら

25

　
　
　
　
令
和
６
年
３
月
　
日
ま
で

24

茨城町　議会だより　亨

３月定例会のあらまし

茨
城
町
政
治
倫
理
審
査
会
の
委
員
の

委
嘱
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
）

阿
久
津
　
正
　
晴
（
水
　戸
　市
）

清
　
水
　
正
　
三
（
下
　石
　崎
）

川
　
澄
　
重
　
喜
（
小
　
　
幡
）

（
選
挙
権
を
有
す
る
町
民
で
公
募
に
よ

る
者
）會

　
沢
　
勇
　
夫
（
宮
　ヶ
　崎
）

八
文
字
　
正
　
寛
（
大
　
　
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

※
任
期
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
４
年
３
月
　
日
ま
で

31

茨
城
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 海
老
沢
　
幸
　
洋
 （
駒
　
　
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

※
任
期
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
４
年
３
月
　
日
ま
で

31

※
議
会
の
同
意
が
必
要
と
な
る
人
事
 

と
は
…

　
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
、
選

任
し
ま
た
は
任
命
す
る
人
事
に
は
、

地
方
自
治
法
等
に
よ
り
、
副
町
長
の

選
任
、
教
育
委
員
会
の
教
育
長
及
び

特
別
委
員
会
の
設
置

　茨
城
町
文
化
的
施
設
整
備
建
設
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
動
議

に
つ
い
て
（
議
会
提
出
）

　
町
で
は
、
事
業
延
期
と
し
て
い
た
茨

城
町
文
化
的
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

施
設
の
規
模
や
機
能
、
立
地
場
所
な
ど

既
存
の
計
画
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
茨
城
町
文
化
的
施
設
整

備
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本

方
針
及
び
建
設
に
関
す
る
事
項
の
再
検

討
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
町
議
会
は
文

化
的
施
設
が
町
民
の
様
々
な
活
動
の
拠

点
と
な
り
、
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
る
重
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
の
整
備
建
設
等
に
係
る
諸
施
策
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
討
を
実
施
す
る
特
別

委
員
会
を
設
置
す
る
。

　
設
置
期
間
は
調
査
終
了
ま
で
と
し
、

閉
会
中
も
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

【
茨
城
町
文
化
的
施
設
整
備
建
設
調
査

特
別
委
員
会
委
員
（
８
名
）】

委
　員
　長
　
澤
　
　
　
秀
　
雄
　

副
委
員
長
　
入
　
野
　
富
　
男
　

委
　
員
　
鳥
羽
田
　
創
　
造
　

　
　
〃
　
　
山
　
西
　
正
　
樹
　

　
　
〃
　
　
久
保
田
　
良
　
一
　

　
　
〃
　
　
市
　
村
　
照
　
彦
　

　
　
〃
　
　
田
　
家
　
勇
　
作
　

　
　
〃
　
　
福
　
田
　
　
　
茂
　

※
特
別
委
員
会
と
は
…

　
特
定
の
案
件
を
審
査
・
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る

委
員
会
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

人
　
　
　
事

茨
城
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

小
　
林
　
雄
　
三
 （
神
　
　
宿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

※
任
期
　
令
和
２
年
３
月
　
日
か
ら

20

　
　
　
　
令
和
５
年
３
月
　
日
ま
で

19

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀



請願や陳情を
　　ご存知ですか。

【請願書・陳情書の記載例】

［請願・陳情文］
○○○○○に関する（請願・陳情）

下記のとおり請願書（陳情書）を提出します。

１　要旨

２　理由

令和　年　月　日

請願者　　　住所　　○○○1234番地
(陳情者 )   　氏名　　○○　○○　㊞

紹介議員　　氏名　　○○　○○　㊞
(陳情の場合は不要 )

茨城町議会議長　○○　○○　様

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

享　茨城町　議会だより

３月定例会のあらまし

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
採
択
の
請
願
書

　
茨
城
町
谷
田
部
２
９
５

　
　
茨
城
県
労
働
組
合
総
連
合
 

　
　
　
議
長
　
白
石
　
勝
巳

補正後の額補正額補正前の額会　計　名
13０億　97６万円▲239万円130億1215万円一　 般　 会　 計
39億4202万円1167万円39億3035万円国民健康保険特別会計
3億7278万円▲621万円3億7899万円後期高齢者医療保険特別会計
33億1601万円▲1349万円33億2950万円介 護 保 険 特 別 会 計
2億6806万円▲1671万円2億8477万円農業集落排水事業特別会計
7億2539万円▲5751万円7億8290万円公共下水道事業特別会計
10億8897万円▲7587万円11億6484万円水 道 事 業 会 計

可決された令和元年度補正予算

　　　

　

　請願や陳情は、町民の皆さんが町に対して要望
があるとき、誰でも提出することができる制度です。
　茨城町議会議員の紹介があるものを「請願」、紹
介がなく直接議会に提出するものを「陳情」と言
います。
　請願書・陳情書の提出先は、町議会事務局とな
ります。提出された請願や陳情は、議会で内容を
調査し審査します。その結果、採択されたものは、
町の仕事として進めるよう、議会から町長へ伝え
られます。
　請願や陳情は、町に対して要望を伝える有効な
手段です。皆さんのお声をお聴かせください。  
　

【お問い合わせ】
茨城町議会事務局　
電話　０２９－２４０－７１９３（直通）

一般会計補正予算の主な内容
学校給食共同調理場施設再整備事業費　3億2905万円　　
令和元年度 国の補正予算にて学校施設環境改善交付金が採択されたため、予算を前倒しして令和
元年度補正予算に計上したことによる増。



問 な
食
材
の
提
供
に
努
め
て
き
た
。
特
別
栽
培
米
な
ど

の
食
材
確
保
に
は
課
題
も
多
く
、
生
産
者
の
減
少
な

ど
に
よ
り
必
要
量
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
今
後
は
供
給
体
制
の
推
移
等
を
み
な
が
ら
、
学

校
給
食
に
お
け
る
町
内
産
有
機
農
産
物
等
の
使
用
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　

町
職
員
の
育
児
休
業
取
得
の
現
状
は
ど
う
か
。

取
得
率
が
低
い
男
性
職
員
が
、
育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
や
働
き
か
け
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

本
町
職
員
の
育
児
休
業
取
得
の
現
状
は
、
過
去

５
年
間
で
女
性
職
員
は
対
象
者
16
人
全
員
が
取
得
し

て
い
る
。
男
性
職
員
は
以
前
２
名
の
取
得
実
績
が
あ

る
が
、
平
成
25
年
度
以
降
は
取
得
し
て
い
る
職
員
は

い
な
い
。
働
き
方
改
革
や
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら

も
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加
促
進
は
重
要
。
職

員
の
意
識
、
職
場
の
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
な
ど
、
男

性
職
員
が
安
心
し
て
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う

な
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

問

答

 　
　

町
民
か
ら
は
「
学
校
給
食
に
安
全
な
地
場
産
の

農
産
物
を
。」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
で
き

る
だ
け
安
全
な
農
産

物
を
と
、
日
々
努
力

さ
れ
て
い
る
農
家
の

方
が
町
に
は
大
勢
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
食
の
た
め
に
、

学
校
給
食
に
町
内
産

有
機
農
産
物
等
の
使

用
割
合
を
増
や
す
べ

き
。

　
　

こ
れ
ま
で
町
内
産
の
農
産
物
を
積
極
的
に
学
校

給
食
に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
減
農
薬
栽
培
の
町

内
産
米
の
導
入
な
ど
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
安
全 川澄　敬子　議員

問答 一般質問
安
全
安
心
な
地
元
の

農
産
物
を
学
校
給
食
に

供
給
体
制
の
推
移
等
を
み
な
が

ら
使
用
を
検
討
し
て
い
く

町
管
理
職
に
女
性
の
積
極
的
な

登
用
を

女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら

引
き
続
き
登
用
を
進
め
て
い
く

答

問答
男
性
職
員
が
育
児
休
業
を

取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
働
き
か
け
を

職
員
の
意
識
、
職
場
の
雰
囲

気
を
醸
成
す
る
な
ど
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
く

問答
町
職
員
の
旧
姓
使
用
に
つ
い
て

要
綱
の
制
定
を

女
性
活
躍
の
推
進
に
た
っ
た
制
度
と

し
て
制
定
に
向
け
検
討
し
て
い
く

問答
新
広
域
ご
み
処
理
施
設
へ
の
移
行

を
機
に
ご
み
の
分
別
・
減
量
へ
の

意
識
付
け
を
強
め
る
取
り
組
み
を

町
、
町
民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
た

さ
ら
な
る
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
の
推

進
に
努
め
て
い
く

問答
原
子
力
災
害
時
広
域
避
難
計
画
の

住
民
説
明
会
で
町
民
の
意
見
を
十

分
に
聞
い
て
検
討
を
進
め
る
べ
き

い
た
だ
い
た
意
見
を
尊
重
し
、
十
分
検

討
を
重
ね
実
効
性
あ
る
計
画
の
策
定
に

努
め
て
い
く

問答
１
校
１
人
の
学
校
司
書
の
配
置
を

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
成
果
を
検
証
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く

問答

子どもたちの豊かな食のために子どもたちの豊かな食のために子どもたちの豊かな食のために

茨城町　議会だより　京

　　一般質問



問　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
方
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
引

き
続
き
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
徹
底

を
。
ま
た
、
今
後
、
１
つ
の
タ
ク
シ
ー
事
業
所
の

１
台
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
場
合
の
町
の
考

え
を
伺
う
。

　
　

周
知
方
法
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
。
３
月
１
日
の
広
報
紙
で
は
、
特
集
記

事
で
事
業
内
容
を
紹
介
。
医
療
機
関
や
商
業
施
設
な

ど
の
乗
降
施
設
に
案
内
チ
ラ
シ
を
設
置
し
て
い
く
な

ど
、
広
報
の
充
実
、
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。
今

後
も
、
稼
働
率
や
利
用
状
況
の
推
移
を
注
視
し
て
い

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

１
運
行
あ
た
り
２
台
に
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
。

問

答

　
　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ひ
ぬ
ま
ー
る
」

が
、
令
和
元
年
12
月
18
日
か
ら
実
証
運
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
利
用
登
録
者
数
、
利
用
者
数
、
平
均
稼

働
率
、
平
均
乗
車
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

２
月
28
日
現
在
に
お
い
て
、
利
用
登
録
者
数
は

２
０
１
人
で
あ
り
、
う
ち
実
際
に
利
用
さ
れ
た
方
は

59
人
。
稼
働
回
数
は
１
７
５
回
、
平
均
稼
働
率
は
約

49
％
で
あ
る
が
、
毎
月
上
昇
傾
向
に
あ
り
順
調
に
伸

び
て
い
る
。
１
便
あ
た
り
の
平
均
乗
車
人
数
は
１
・

７
人
で
あ
る
。

岩松　律子　議員

問答 一般質問
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
更
な
る
啓
発
と
利
用
促
進

の
取
り
組
み
を

広
報
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
１
運
行
あ
た
り
２
台
に

す
る
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
く

問問　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
今
や
が
ん

は
治
せ
る
病
気
に
な
っ
て
い
る
。
が
ん
検
診
を
定

期
的
に
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
。
町
に
お
け
る
現

在
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
伺
う
。

問

答

問答
乳
が
ん
自
己
触
診
手
袋
の

導
入
で
一
歩
前
進
し
た

早
期
発
見
の
取
り
組
み
を

自
己
触
診
に
よ
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
の
精
度
を
高
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
も
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
い
く

　
　

平
成
30
年
度
の
受
診
率
は
、
肺
が
ん
31
・
３

％
、
胃
が
ん
12
・
７
％
、
大
腸
が
ん
18
・
７
％
、
乳

が
ん
17
・
１
％
、
子
宮
頸
が
ん
15
・
４
％
。
い
ず
れ

の
受
診
率
も
県
平
均
を
上
回
り
、
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
る
。
今
年
度
か
ら
は
夜
間
・
休
日
も
申
し
込
み
が

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
を
実
施
す
る
な
ど
、
受
診
し
や

す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

    

乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
、
早
期
治
療
に
よ

り
９
割
以
上
が
治
癒
で
き
る
。
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を

用
い
た
自
己
触
診
に
よ
る
発
見
率
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
、「
乳
が
ん
自
己
触
診
手
袋
」
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
。
検
診
を
受
診
で
き
な
い
方
へ
も
自
己
啓
発

を
促
す
こ
と
が
で
き
、

早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
に
な
る
の
で
は
。

　
　

町
で
は
、
婦
人

科
が
ん
検
診
の
会
場

で
の
「
乳
が
ん
モ
デ

ル
」
の
展
示
や
乳
が

ん
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
配
布
な
ど
を
行
い
、

自
己
触
診
に
よ
る
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
乳
が
ん
自
己
触
診

手
袋
の
導
入
」
に
つ
い
て
は
、
乳
が
ん
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
の
精
度
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
い
く
。

答答 問

乳がん自己触診手袋は、肌への密着性に優れた特殊素
材でできており、肌に接する指先の感覚が鋭くなり、素
手では確認しづらい髪の毛1本分の凹凸も知覚できるよ
うになるものです。使い捨てなので衛生的でもあります。

供　茨城町　議会だより

一般質問



東
日
本
大
震
災
発
災
９
年
を
機
に

議
会
と
し
て
被
災
者
を
追
悼
い
た

し
ま
し
た

　
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

茨
城
町
議
会
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　

　
電
話
　０
２
９
|

２
４
０
|

７
１
９
３（
直
通
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
|

２
９
２
|

６
７
４
８

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

令和２年第２回定例会　会期日程(予定)

茨城町　議会だより　侠

議会活動報告・お知らせ

審　議　等　の　内　容種 　別時 刻曜月/日期
全員協議会

10時木6/41
議案一括上程、提案理由説明本　会　議
議事調査休　　　会金6/52
議事調査休　　　会土6/63
議事調査休　　　会日6/74
一般質問
議案等の質疑、委員会付託本　会　議

10時月6/85
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時火6/96
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時水6/107
付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時木6/118

議会運営委員会
10時金6/129 全員協議会

付託案件の報告、質疑、討論、採決本　会　議

【
期
 日
】
令
和
２
年
２
月
　
日
12

【
場
 所
】
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

【
内
 容
】

「
む
つ
ざ
わ
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ

ス
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
」

【
講
 師
】

　
千
葉
県
睦
沢
町

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
課

  県
北
中
央
町
村
議
会
議
長
会

  議
員
研
修
会

議
会
活
動
報
告

　
令
和
２
年
３
月
　
日
、
本
会
議
場
に

11

て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲
と
な

ら
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を

表
す
べ
く
、
午
後
２
時
　
分
、
１
分
間

46

の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

【
期
 日
】
令
和
２
年
２
月
　
日
20

【
場
 所
】
茨
城
県
市
町
村
会
館

【
内
 容
】

「
地
方
の
再
生
と
日
本
の
将
来
」

【
講
 師
】

早
稲
田
大
学
公
共
経
営
大
学
院
教

授片
山
　善
博
　氏

  茨
城
県
町
村
議
会
議
員
　
　

  自
治
研
究
会

広
 報
 委
 員
 会

　
委
　員
　長
　
川
　
澄
　
敬
　
子

副
委
員
長
　
関
　
　
　
俊
　
治

委
　
　
員
　
髙
　
安
　
将
　
能

　
　
 〃
 　
　
根
　
崎
　
敏
　
夫

　
　
 〃
 　
　
鳥
羽
田
　
創
　
造

　
　
 〃
 　
　
入
　
野
　
富
　
男

　
議
員
出
席
状
況

３
月
定
例
会（
委
員
会
を
除
く
）

　
３
月
５
日
　
全
員
出
席

　
　
　
９
日
　
全
員
出
席

　
　
　
　
日
　
全
員
出
席

16

　
傍
聴
者
数

３
月
定
例
会
　
　
名
44

傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
議
会
は
、
合
理
的
な
議
会
運
営
を

目
指
す
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
を

構
築
し
、
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の

議
会
を
作
動
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事
項

を
調
査
・
研
究
す
る
研
究
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

【
調
査
・
研
究
事
項
】

・
表
決
態
度
（
可
否
）
の
公
表

・
通
年
議
会
（
通
年
会
期
）

・
議
会
基
本
条
例

・
適
正
な
議
員
定
数

・
そ
の
他
議
会
活
性
化
に
必
要
な
事
項

【
茨
城
町
議
会
活
性
化
促
進
調
査

　研
究
会
会
員
（
９
名
）】

入
　
野
　
富
　
男（
会
長
）

根
　
崎
　
敏
　
夫（
副
会
長
）

関
　
　
　
俊
　
治
、
髙
　
安
　
将
　
能

美
野
田
　
龍
　
敬
、
岩
　
松
　
律
　
子

大
　
場
　
八
千
代
、
川
　
澄
　
敬
　
子

山
　
西
　
正
　
樹

茨
城
町
議
会
活
性
化
促
進
調
査

研
究
会
を
設
置
し
ま
し
た

　
　
i-gikai@

tow
n.ibaraki.lg.jp


